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　　　　　インタビュアー　三 浦　 哲 司（博士前期課程2005年度生）

～行政管理研究センターからの便り～

大学卒業後に初めて関西の地へ、そして京
都での大学院生活

【三浦】　今回から始まりました、同志社大学大
学院総合政策科学研究科関係者のお仕事につい
てレポートする「総政人の巧」。記念すべき第１
回目は、財団法人行政管理研究センター（以下、
「行管センター」）研究員の伊藤慎弐さんです。伊
藤さんは博士前期課程、博士後期課程ともに公
共政策コースに在籍され、真山達志先生の下で
政治学や行政学を研究されてこられました。そ
して、昨年の11月からは行管センターにて勤務
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されています。それでは本題に入る前に、まずは
本研究科に進学されたきっかけから教えていた
だけますか。気楽にいきましょう（笑）。
【伊藤】　私はもともと関東の出身でして、関東
の大学に通っていました。学部は法学部だった
のですが、学部時代に授業を通じて行政学に興
味を持ち、大学院での研究を志しました。そし
て、大学院を選ぶ際に、学部時代の行政学の授業
テキストだった『ホーンブック行政学』の著者の
一人である真山達志先生の下で研究したいと考
え、本研究科を受験。何とか合格することがで
き、進学するに至りました。

同志社大学東京オフィス前にて
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【三浦】　なるほど。ご出身の関東を離れて、関西
という地での大学院生活、いかがでしたか。
【伊藤】　自分の研究はもちろんですが、本研究
科院生会の会長や授業のティーチング・アシス
タントをさせていただいたり、あるいは他大学
の先生の下でNPO法人の調査研究をさせていた
だいたりと、非常に充実していました。特に
ティーチング・アシスタントの仕事については、
私自身も大変勉強になりました。統計学にも触
れることができましたし。

かねてからの志望勤務先であった行政管理
研究センターへ

【三浦】　さて、昨年の11月からは、行管センター
で研究員として勤務されている伊藤さんですが、
それでは徐々に本題に入っていきたいと思いま
す。もともと伊藤さんは行管センターでの勤務
を志望されていましたか。
【伊藤】　その通りです。以前から研究員として
シンクタンクで仕事をすることには興味を持っ
ていました。ただし、行管センターでの勤務とい
うのは本当に急に決まった話なのです。行管セ
ンターでは研究員の採用は不定期の形を取って
いるのですが、たまたま研究員に欠員が出て、指
導教授の真山先生からお話を頂戴し、喜んでお
引き受けすることになりました。もっとも、私が

行管センターでの勤務を強く望んでいるという
ことは真山先生にはお伝えしていなかったので、
お話をいただいた時に私が「ぜひやらせて下さ
い」と即答したことには少々驚いているご様子
でした（笑）。
【三浦】　（笑）。大学院生活を通じて、指導教授で
ある真山先生の存在はやはり大きかったですか。
【伊藤】　もちろんです。実を言うと、私は博士前
期課程を３年やりました。先ほど、学部時代に行
政学に興味を持ったという話をしましたが、博
士前期課程の１年目は非常に幅広い分野にわ
たって勉強をしていました。ところが、１年目の
終わりになってようやく自分の研究の核となる
学問分野を作っておく必要があることに気が付
きました。そのため、２年目にはもう一度原点に
戻って行政学を最初から勉強し直しました。結
果、２年目の11月頃にようやく研究テーマを絞
り込むことができたのですが、時すでに遅し。当
然ながら１ケ月では修士論文を書き上げること
はできませんでした。そのため、３年目に入った
のですが、この１年間は本当に勉強しました。ゆ
とりなど全然ありませんでした。ただ、そんな中
でも、真山先生はいつも優しくご指導してくだ
さった。だから最後まであきらめずに修士論文
を完成させるために頑張り抜くことができまし
た。今振り返ってみますと、博士前期課程の３年
目の経験というのは、私にとって非常に大き
かったです。

伊藤慎弐（いとうしんすけ）　1975年生まれ。東京都小金

井市出身。同志社大学大学院総合政策科学研究科博士前期
課程修了。同博士後期課程2003年度生。研究テーマは「政
策実施研究～公共サービスの供給形態のあり方について」。

コラム①　行政管理研究センター

　財団法人行政管理研究センターは、行政
管理に関する理論と諸技術についての調査・
研究・開発を行い、また知識の普及や啓蒙等
を図り、それによって我が国の民主化、合理
化及び効率化に寄与することを目的として
いる政府系シンクタンクです。
　本研究科教員のなかでは、今川晃先生・新
川達郎先生・真山達志先生・山下淳先生・山
谷清志先生がかつて研究員として在籍され
ていたこともあり、本研究科と深いつなが
りがあると言えます。
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行政管理研究センターでの業務と現在の自分

【三浦】　それでは、大まかで結構ですので、行管
センターではどのようなお仕事をされているの
かをご説明いただけますか。
【伊藤】　研究員の仕事というのはいくつかあり
ます。たとえば、自治体職員向けのセミナーの開
催です。これには、「個人情報保護法セミナー」や
「政策評価研修」などがあり、大学教員をはじめ
とする研究者の方々にご講演や講師をしていた
だくというものです。私自身は、これまでに「個
人情報保護法セミナー」と「行政苦情救済セミ
ナー」のお手伝いをさせていただきました。
　そのほかには、どちらかといえばこちらが主
な仕事と言えるのかもしれませんが、総務省か
ら委託された研究テーマについて調査をし、報
告書を提出するというものがあります。これに
ついては、単年度の研究テーマの場合もあれば、
複数年度にわたる研究テーマの場合もあります。
それで、たとえば「行政参加」という研究テーマ
が決まったら、それをご専門にしておられる大
学教員の方に委員長のお仕事をお願いし、その
委員長を中心にプロジェクトチームを結成して、
報告書作成のために活動を始めることになりま
す。そのプロジェクトチームは総務省の職員の
方々、委員長をはじめとする大学教員の方々、行
管センターの研究員から構成されます。例年で
は、だいたい一年間に５つから６つのプロジェ
クトチームが作られることになっています。
【三浦】　研究テーマというのは総務省から一方
的に委託されるのですか。
【伊藤】　少し詳細に説明しますと、基本的には、
行管センターは受託者ですから、総務省から委
託されたテーマについて、調査研究を行います。
但し、行管センターの各研究員が作成した研究
企画案を総務省に提出し、その中から総務省が
選定を行い(研究テーマの決定)、再び行管セン
ターに調査研究を委託するという形を取ること
もあります。
　自らが作成した研究企画案が総務省の選定を
通過した場合には、企画担当の研究員は自らが
適任と考える大学教員に委員長のお仕事を依頼
したりなど、プロジェクトチームの結成に向け
て動いていくことになります。これは、自分が作
成した企画に基づいて調査研究が行われること

になるわけですから、かなりやりがいがあると
思いますよ。私自身はまだ経験していないので
すが…（笑）。もちろん、行管センターの研究員
同士では、自分が企画した以外のプロジェクト
チームに参加して、サポートを行うこともしば
しばあります。
【三浦】　伊藤さんご自身も何かのプロジェクト
チームに参加されているとお聞きしています。
【伊藤】　私は途中から行管センターに入りまし
たが、その時にはすでに多くのプロジェクト
チームの調査研究が半ばに差し掛かっていまし
た。そのため、私が途中参加し、イニシアティブ
を発揮して活動できるプロジェクトチームはあ
りませんでした。ただし、12月頃から「諸外国
における個人情報保護法制」の調査研究を行う
プロジェクトチームが本格的にスタートしまし
て、現在のところ私はこのプロジェクトチーム
の担当をさせていただいているところです。
【三浦】　そうすると、総務省の職員および大学
教員との間に入ってお仕事をされることになる
と思うのですが、そのあたりで何かご苦労され
ていることなどはありますか。
【伊藤】　総務省から何々について調べてほしい
という調査依頼があり、総務省の職員、大学教
員、行管センターの研究員という３者がプロ
ジェクトチームを組んで調査研究を行っていく
のですが、ここで苦労するのが期限の問題です。
調査研究には当然のことながら総務省の予算が
ついていますよね。そのため、予算の期限をしっ
かりと守らなければ、以後の調査研究の予算に
も影響してしまいます。こうしたことから、総務
省の職員としましては、調査研究の期限は必ず
守ってもらわなければ困るのです。一方で、大学
教員には、研究者という立場からも、調査研究に
対するものすごい情熱がある。つまり、妥協は許
さず、よりクオリティーの高い研究成果を出す
ことを目指すのです。そうなってしまうと、大学
教員は調査研究の期限よりも質を重視すること
になりますよね。こうしたことから、総務省の職
員と大学教員との間でギャップが生じてしまい、
この両者から板ばさみの状態にある行管セン
ターの研究員は、そのあたりで苦労があるみた
いです。総務省の職員には総務省の職員として
の事情、大学教員には大学教員としての事情が
あり、行管センターの研究員はそれらのどちら
も分かっているだけに、調査研究自体をすり合
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わせていくのはなかなか大変なようです。もっ
とも、私はまだまだ新人ですから、このような役
目は上司が担っております。ただ、上司を見てい
ますと、こうした問題に骨を折られている様子
がよく分かります。
【三浦】　なかなか大変そうですね。しかしなが
ら、その一方で総務省の職員、大学教員、行管セ
ンターの先輩研究員をはじめ、いろいろな人と
の交流がありそうですね。
【伊藤】　その通りです。私は京都にいた頃から
他大学の先生方や大学院生とは交流の機会を多
く持たせていただいていたほうだと思うのです
が、やはり研究員としてこちらでいろいろな業
務に携わっておりますと、必然的に多くの方々
との交流の機会がありますね。行管センターご
出身で現在は大学教員をされている人はもちろ
んのこと、他分野（行政学以外）を専門とされる
多くの大学教員、総務省をはじめとする官僚、今
は現役を退いておられる学者や官僚など、非常
に多くの人と接することが多々あります。そう
考えてみますと、私自身はとても恵まれた環境
にいるのだと思います。
【三浦】　本当に様々な人との交流がありますね。
そういった交流というのは、伊藤さんご自身に
とってどのようにプラスに働いていますか。
【伊藤】　多くの交流の機会があるなど恵まれた
環境にいるにもかかわらず、まだまだ私自身が
それを活かしきれていないというのが本音です。
行管センターの先輩研究員はみんな非常に優秀
で、交流の機会から得られたものを自分の中に
しっかりと吸収し、着実にアウトプットしてい
ます。それゆえに、行管センターは実力があり、
積極的に活動する人にとっては、自ら自分にプ
ラスになるような仕事を作ることができるとい
う意味で最高の場所だと思うのです。しかし、も
し実力がなければ行管センターにおける素晴ら
しい機会を活かすことはできないままで終わっ
てしまうことになります。つまり、すべては「自
分の実力とやる気」次第なのです。私の場合はま
だまだ恵まれた環境を活かしきれていない。環
境は整っているのにもかかわらず、有効に活用
できていない状態です。だから、自ら活動して何
かを作り上げていくことができるように早くな
らなければいけないと日々実感しています。
【三浦】　毎日精一杯お仕事に励まれているのが
伝わってきます。これまでお仕事をしてきた中

で何かエピソードはございますか。できれば面
白い話とか（笑）。
【伊藤】　エピソード（笑）。うーん、プロジェク
トチームのミーティングの後にはよく飲みに
行ったりもするのですが、ミーティングの時に
はものすごく真面目に議論していたかと思えば、
飲み会になると別人のようになる人がいたりし
て楽しいですね。また、お酒の席でもプロジェク
トチームに参加されている大学教員や総務省の
職員とお話をさせていただくことも多々あり、
そういった機会も非常に有益ですね。体験談を
聞かせてくださったり、貴重な情報をいただけ
たりします。もちろん、行管センターの先輩研究
員も面白い話をしてくださったり、また学術的
に刺激されるような話も聞けたりしますね。
【三浦】　それはご自身にとって大きな財産にな
りますね。ところで、これまでのお話をお伺いし
ていますと、行管センターは大学教員および総
務省の職員と接触する機会が多いということで
すが、研究者と実務家のそれぞれに対して、どの
ように貢献しているということになるのでしょ
うか。
【伊藤】　理論と実践をつなぐ役割を果たしてい
るということになるのだと思います。先にも少
し触れましたが、行管センターでは毎年いくつ
かの報告書を出しています。この報告書をご覧
になられた方でしたらお分かりになると思うの
ですが、既存研究や理論研究を検討した上で実
態調査を行っています。つまり、学術的にも実務
的にも有用な研究成果を出すことを目指してい
るのです。
　今は大学教員としてご活躍されている行管セ
ンター出身の先生方、あるいは先輩研究員の
方々が参加されたプロジェクトチームの報告書
を見てみますと、私と同じくらいの年齢の時に、
すでに相当レベルの高い研究を行っておられた
ということが分かります。こういったこともか
なり刺激になりますね。

行政管理研究センターのこれからと自分

【三浦】　行管センターの今後の展望を教えてい
ただけますか。
【伊藤】　今日まで行政に関する問題というのは、
長年にわたる研究成果の蓄積もみられ、総論的



総政人の巧　連載第１回 203

にはある程度検討されたと言えると思います。
そのため、これからは新たな切り口で今日的な
問題を扱っていかなければなりません。そう考
えてみますと、今後は海外も視野に入れつつ検
討されていない研究テーマを発掘し、それにつ
いて調査検討していくことになると言えます。
　また、現在、行管センターではホームページの
リニューアルを検討しています。これにより、一
層の情報発信が期待できると思います。
【三浦】　伊藤さん個人としては。
【伊藤】　行管センターは1977年に設立されまし
た。そのため、来年で30周年になります。私は
まだまだ半人前で、毎日自分の業務をこなすの
に精一杯の状態ですが、30周年を迎える頃まで
には「行政管理研究センターの研究員である」と
自信を持って言えるように、今後とも仕事を
しっかりとこなしていければと思います。

みなさんへ

【三浦】　最後に、本研究科関係者および本研究
科への進学を志望している方々に対して、何か
メッセージをお願いできますか。
【伊藤】　まず、先生方に対してですが、本当にお
世話になりましたということをお伝えしたいと
思います。自分の研究分野に限らず、多くの先生
方にお話を聞いていただいたり、アドバイスを
していただいたりと、感謝の言葉は言い尽くせ
ません。本来でしたら、先生方お一人お一人にこ

の気持ちをお伝えしたいところです。これから
は、自分の研究のアウトプットがお世話になっ
た先生方に対しての恩返しという形になれば一
番いいですね。
　次に院生の方々に対してですが、特に学部か
ら進学された院生の人たちに言いたいのですが、
能力があるにもかかわらず少しおとなしすぎる
のでは、と感じています。もっと積極的に講義や
ゼミでの議論に参加し、独自に研究会を行った
りなど、自発的な活動を行う必要があると思い
ます。「受け身ではなく、常に自分から動く」と
いう姿勢を心がけてほしいですね。私自身に関
して言うと、博士前期課程の時には、当時真山ゼ
ミのティーチング・アシスタントをされていた
高橋克紀さん（現・姫路獨協大学）に授業におけ
る疑問点を聞いたり、研究を進める上でのアド
バイスをいただいたりしていました。もっとゼ
ミのティーチング・アシスタントの方との交流
を図ったりしてもよいのではないでしょうか。
また、院生の中には学部の授業のティーチング・
アシスタントの仕事をしている方もおられると
思いますが、ただ仕事をこなすのではなく、それ
を通じて自分の研究に役立つものを発見すると
いった積極的な態度を心がけること、このこと
がいずれは何らかの形で役に立つのではないか
と思います。さらに、研究は体力勝負であるとい
うことは声を大にして言いたい。私のように、腕
立て伏せを100回やりなさいとまでは言いませ
んが（笑）、ジョギングなどの軽度な運動でも結
構ですので、日ごろから基礎体力を付けておく

コラム②　東京オフィス

　今回のインタビューは同志社大学東京オフィスにて行わせていただきました。
東京オフィスは、本学が推進する教育・研究や大学改革をはじめとする諸活動の首都圏における拠
点として、必要な情報の収集・発信を行います。また、東京オフィスにおいて行われる大学主催の
行事、教育研究活動、産官学連携事業、学生の就職活動等を支援するとともに、卒業生のみなさん
の情報交換や交流の場として支援を行います。
　本学学生は、東京オフィスにおいてインターネット検索等による情報収集、就職活動情報誌の閲
覧や更衣室の利用、卒業見込証明書・成績証明書・健康診断証明書・学割の発行を受けることがで
きます。また、就職相談を受けることも可能です。
　本学教職員は、学会・研究会・情報交流等に、卒業生の方は、校友会等卒業生団体主催の集会等
にセミナールームなどが利用できます。

同志社大学ホームページ、施設利用案内「東京オフィス」より。
http://www.doshisha.ac.jp/information/facility/tokyo_o/
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ことを強くお勧めします。私の経験上、論文は体
力勝負のところが意外にウェートを占めますし
ね（笑）。
　そして、本研究科への進学を考えられている
方々に対しては、学習環境の素晴らしさを強調
したいと思います。本研究科の先生方は第一線
でご活躍されている方々ばかりであり、研究分
野も非常に幅広いといえます。そのため、多くの
先生方の中から、自分の研究に最適な先生を指
導教授として選び、指導していただくことがで
きます。また、社会人院生の数も多く、日常生活

ではおそらく接する機会がないような方々との
交流ができるのも本研究科の強みであると言え
ます。もちろん、社会人院生と学部から進学した
院生との交流もあり、双方に刺激し合えると思
います。さらに、24時間利用可能な研究室や研
究科独自の図書館をはじめ、設備も非常に充実
しています。学習環境は最高ですので、それを活
かすかどうかはご自身次第ということですね。
【三浦】　本日はありがとうございました。伊藤
さんの熱意がひしひしと伝わってきました。今
後のご活躍も楽しみにしています。

行政管理研究センターでの伊藤さんの勤務風景
（左は現明治大学助手で元研究員の菊地さん）

募集しています

　「総政人の巧」では、読者のみなさまから
のご意見、ご要望、ご感想をお待ちしており
ます。どんなことでも結構ですので下記の
連絡先までお寄せください。この企画は読
者のみなさまとともに作り上げていくこと
を目指しています。

「総政人の巧」企画部会　三浦哲司
yiu51983@nifty.com


